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Abstract:Funguseshaveb函飢ayinganimportantroletoclosethechainoflivesontheearthbyresolvingdeadplantsandanimals

intoinorganicsubstances.Somekindsoffungusesareknowntobeedible,butalimitedfewfunguseswhichgrowaroundtl鰐uving

placesai℃toxic.血adertoobtaindataaboutsuchtoxicfungusesgrowingintheAichShinrin恥ｴk,fieldstudywasmadethrough

oneyearintheparkandnearbydistrictsincludingNagoyaSangyoUniversity.Manykindsoffungusesincludingedibleand

toxicologicaloneswerefoundgrowingnearthesidewalkintheparkande珂⑩唾Pi…up.To画Bventthetoxishockcaused

byeatingthesefunguses,thenoticeaboutthesefungusesshouldbemadeintheparkandmoiEinformationaboutthemshould

bega曲画凱
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であり､誤って有毒キノコを摂取することによる中毒

は毎年多く発生している｡表1は毒キノコを原因とす

る食中毒の全国における発生状況である｡愛知県内に

おいても平成17年と19年に死亡例がある｡このよう

なキノコによる食中毒は後を絶たないが､それらを引

き起こすキノコの発生状況についての調査報告は著

者らの知る範囲では存在しない。

2．採集された有毒菌

過去1年(2008年4月～2009年3月)にわたり大学

近辺および愛知森林公園内でキノコの採集を行い、

249種のキノコ（高等菌類）を採集した。これら249

種の菌類の内訳は、可食菌40種、不食菌148種、有

毒菌61種である。特に有毒菌のうち、強い毒性のも

のは23種あり､その中でも致死性のキノコは11種発

見された。

表2には有毒菌44種とそれらの採集された月日を

示す｡これらの有毒菌のうちデングタケ属に分類され

1．まえがき

筆者らは昨年に引き続いて、名古屋産業大学周辺お

よび隣接する愛知森林公園内に発生するキノコ(高等

菌類)の調査を実施した。キノコの発生は､その年の

天候に大きく依存するため､単年度の調査だけではそ

の状況を十分に把握することはできない。

わが国ではキノコの採集は､古来からの風習であり、

多くの人々が季節感を味わうためにこれを続けてき

た。しかし､食用のキノコの採集は経験に基づくもの

表1全国食中毒発生状況

＊()内は愛知県内における死者数

(愛知県瀬戸保健所環境･食品指導グループ資料）
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西暦(年） 2m2 2”3 2m4 2”5 2m6 2m7

発生件数 52 48 73 42 43 49

患者数 223 178 214 129 141 162

死者数 0 1 1 3(2) 2 1(1)






